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議案番号 件　　　　　　　　　　名 議事結果

報告	 １号 繰越明許費に係る繰越計算書について（一般会計）
報告	 ２号 繰越明許費に係る繰越計算書について（下水道事業特別会計）
承認	 ２号 専決処分の承認を求めることについて（和泊町税条例等の一部を改正する条例の制定について） 承　認

承認	 ３号 専決処分の承認を求めることについて
（和泊町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について） 承　認

承認	 ４号 専決処分の承認を求めることについて
（和泊町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について） 承　認

承認	 ５号 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度（2019年度）和泊町一般会計補正予算　第５号） 承　認

承認	 ６号 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度（2019年度）和泊町国民健康保険特別会計補正予算　第４号） 承　認

承認	 ７号 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度（2019年度）和泊町介護保険特別会計補正予算　第５号） 承　認

承認	 ８号 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度（2019年度）和泊町後期高齢者医療特別会計補正予算　第３号） 承　認

承認	 ９号 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度（2019年度）和泊町下水道事業特別会計補正予算　第３号） 承　認

承認	１０号 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度（2019年度）和泊町農業集落排水事業特別会計補正予算　第５号） 承　認

承認	１１号 専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度（2019年度）和泊町奨学資金特別会計補正予算　第１号） 承　認

議案	31号 和泊町会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案	32 号 和泊町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案	33 号 和泊町税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案	34号 和泊町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案	35 号 和泊町国民健康保険条例及び和泊町後期高齢者医療に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案	36 号 和泊町海洋療法施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案	37号 物品購入契約の締結について（ごみ収集車） 可　決
議案	38号 和泊町過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決
議案	39 号 土地改良事業に伴う字の区域変更について（第二伊美地区） 原案可決
議案	40号 沖永良部与論地区広域事務組合からの知名町の脱退予告の撤回の同意を求めることについて 同　意
議案	41号 和泊町農業委員会の委員の任命について（野村　栄治　氏） 同　意
議案	42号 和泊町農業委員会の委員の任命について（平田　春夫　氏） 同　意
議案	43号 和泊町農業委員会の委員の任命について（徳永　孝男　氏） 同　意
議案	44号 和泊町農業委員会の委員の任命について（伊地知　幸弥　氏） 同　意
議案	45号 和泊町農業委員会の委員の任命について（川畑　善美　氏） 同　意
議案	46号 和泊町農業委員会の委員の任命について（村山　俊夫　氏） 同　意
議案	47号 和泊町農業委員会の委員の任命について（山田　定美　氏） 同　意
議案	48号 和泊町農業委員会の委員の任命について（大福　冨一　氏） 同　意
議案	49号 和泊町農業委員会の委員の任命について（三島　武己　氏） 同　意
議案	50号 和泊町農業委員会の委員の任命について（谷山　健一郎　氏） 同　意
議案	51号 和泊町農業委員会の委員の任命について（今井　博美　氏） 同　意
議案	52号 和泊町農業委員会の委員の任命について（盛田　照江　氏） 同　意
議案	53号 和泊町農業委員会の委員の任命について（久富　康之介　氏） 同　意
議案	54号 和泊町農業委員会の委員の任命について（玉野　政仁　氏） 同　意
議案	55号 令和２年度和泊町一般会計補正予算（第３号）の議決について 原案可決
議案	56号 令和２年度和泊町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の議決について 原案可決
議案	57号 令和２年度和泊町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の議決について 原案可決

請願	 １号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
2021年度政府予算に係る意見書採択の請願について（紹介議員　前　利悦） 採　択

発議	 １号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可　決
議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について 可　決
各常任委員会の閉会中の継続調査申出書について 可　決

令和２年　 第 2 回定例会　（議決日 6 月 19 日）
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議案番号 件　　　　　　　　　　名 議事結果

承認	 １号 専決処分の承認を求めることについて（令和2年度和泊町一般会計補正予算　第1号） 承　認

議案	28号 和泊町職員の給与の特例に関する条例の制定について 原案可決

議案	29 号 町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案	30 号 令和2年度和泊町一般会計補正予算（第2号）の議決について 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　　　名 議事結果

承認	12 号 専決処分の承認を求めることについて
（和泊町国民健康保険税減免条例の一部を改正する条例の制定について） 承　認

議案	58号 工事請負契約の締結について 可　決

議案	59 号 令和２年度和泊町一般会計補正予算（第４号）の議決について 原案可決

令和２年　 第１回臨時会（議決日 5 月 12 日）

令和２年　 第２回臨時会（議決日 7 月 22 日）

新型コロナウイルス感染症対策等を早急に実施するため、
議会臨時会を開催しました。

賛否が分かれた案件

第１回臨時会　議案第28 号　
和泊町職員の給与の特例に関する条例の制定について　（賛成９　反対２）

反対討論	 中田隆洋議員
・職員自ら提案したことに感謝はしているが、職員には仕事で負託に応えてほしい。また、
給与を減らすことにより自粛が先行し、経済が停滞する。さらに公務員は８月以降の人事院
勧告により給与カットされていくと思われるので、モチベーション低下にもつながり、今下
げなくていいと思う。

賛成討論	 桂　弘一議員
・通常の災害であれば反対討論の意見に同意するが、今回の新型コロナウィルス感染症に
関しては役場職員自ら全体の奉仕者として町民に寄り添う提案なので受け入れたい。
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橋
はしぐち

口 和
かずお

夫	議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
し
た
教
育
活

動
の
実
施
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
に
伴

い
、
全
国
的
に
休
校
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
児
童
生
徒
の
学
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
他
自

治
体
で
は
夏
休
み
を
短
縮
す
る

案
も
出
て
い
る
が
、
本
町
で
は

夏
休
み
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答
本
町
で
も
、
４
月
22
日

か
ら
５
月
６
日
ま
で
の

臨
時
休
校
で
７
日
間
の
出
席
す

べ
き
日
数
の
不
足
が
生
じ
た
。

他
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
年
度

初
め
の
４
月
６
日
か
ら
連
続
し

て
休
校
措
置
を
と
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
授
業
時
数
の
確

保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

対
応
策
の
１
つ
と
し
て
、
夏
休

み
を
短
縮
す
る
案
が
出
て
い
る

が
、
本
町
に
お
け
る
出
席
す
べ

き
日
数
の
不
足
は
７
日
間
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
欠
時
数
と
し

て
は
35
時
間
か
ら
42
時
間
で
済

ん
で
い
る
の
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
各
学
校
の
創
意
工
夫
で
夏

休
み
を
短
縮
し
な
く
て
も
授
業

時
数
を
確
保
で
き
て
い
る
。（
詳

し
く
は
P
６
池
田
議
員
へ
の
答

弁
参
照
）

問
全
国
的
に
小
中
学
校
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化

活
動
等
が
相
次
い
で
中
止
と
な

り
、
大
島
地
区
に
お
い
て
も
地

区
大
会
等
の
中
止
が
発
表
さ
れ

た
が
、
こ
の
ま
ま
引
退
を
迎
え

て
し
ま
う
中
学
３
年
生
等
の
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
救
済
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
去
る
５
月
22
日
に
大
島

地
区
中
学
校
体
育
連
盟

臨
時
理
事
・
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
中
止
の
決
定
が
な
さ
れ

た
。
中
止
と
な
っ
た
理
由
は
、

多
く
の
種
目
に
お
い
て
、
３
密

の
回
避
が
困
難
で
あ
り
全
て
の

参
加
者
に
と
っ
て
の
安
全
な
運

営
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
、
開

催
時
期
を
延
期
し
た
場
合
、
熱

中
症
対
策
も
加
わ
り
、
事
故
発

生
の
危
惧
が
高
ま
る
こ
と
、
ま

た
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
対
応
が
困
難
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

中
学
３
年
生
や
高
校
３
年
生

が
目
標
と
し
て
い
た
地
区
大
会

が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
は
関
係

者
に
と
っ
て
大
変
残
念
な
こ
と

で
あ
り
、
特
に
引
退
を
迎
え
る

中
学
３
年
生
等
の
た
め
に
は
救

済
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
島
内
中
学
校
に
よ

る
代
替
の
大
会
へ
の
参
加
と
島

外
、
県
外
へ
の
移
動
自
粛
が
解

除
さ
れ
た
と
き
に
は
地
区
内
や　

県
内
で
の
大
会
へ
の
参
加
な
ど

を
救
済
策
と
し
て
考
え
て
い
き

た
い
。

今
後
、
国
・
県
及
び
他
地
域

の
状
況
も
注
視
し
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
救
済
策
が
で
き
る
の

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教

育

現

場

に

つ

い

て

!!

令和 2 年（6 月）第 2 回議会定例会

◀
中
３
最
後
の
部
活
動
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
第
２
波
に

備
え
た
感
染
症
対
策
を
前
提
と

し
た
社
会
の
在
り
方
や
経
済
支

援
策
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
つ
い

て
は
、
３
月
以
降
、
大
変
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
事
と
な
っ
た

が
、
町
民
の
皆
様
の
御
協
力
に

よ
り
島
内
で
の
抑
え
込
み
が
で

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国

的
に
は
、
ま
だ
ま
だ
感
染
者
の

報
告
が
で
て
お
り
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
る
。

個
人
の
感
染
予
防
策
と
し

て
、人
と
人
と
の
距
離
の
確
保
、

屋
内
に
い
る
時
や
会
話
を
す
る

時
な
ど
、
症
状
が
な
く
て
も
マ

ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

の
徹
底
、
手
洗
い
の
励
行
な
ど

の
習
慣
化
が
必
要
と
な
る
。

町
で
は
経
済
支
援
策
と
し
て

３
つ
の
事
業（
詳
し
く
は
Ｐ
16
）

を
既
に
実
施
し
て
い
る
が
、
今

後
は
増
額
さ
れ
た
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
商
工
業

に
限
ら
ず
公
共
交
通
や
教
育
分

野
で
の
対
策
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
全
庁
的
に
取
り
組
む
。

問
今
後
も
島
内
に
感
染
者

の
入
り
込
み
を
防
ぐ
水

際
対
策
が
重
要
だ
と
思
う
が
、

来
島
者
へ
の
対
策
は
自
粛
の
ほ

か
に
考
え
て
い
な
い
か
。

答
島
内
に
お
い
て
感
染
が

拡
大
す
れ
ば
、
医
療
体

制
の
脆
弱
な
本
島
で
は
甚
大

な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
や

水
際
対
策
を
進
め
な
が
ら
、

町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に

取
り
組
む
。

な
お
、
島
外
か
ら
の
帰
省
者

等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
水

際
対
策
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
の
来
島
自
粛
な
ど
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
る
が
、今
後
も
、

国
や
県
、
郡
内
の
対
応
に
注
視

し
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

た
め
池
の
管
理
に
つ
い
て

問
た
め
池
百
選
に
選
出
さ

れ
た
「
松
の
前
池
」
の

現
状
や
管
理
状
況
は
。

答
県
の
畑
か
ん
整
備
事
業

に
伴
い
、
環
境
に
配
慮

し
た
改
修
が
行
わ
れ
、
沖
永
良

部
土
地
改
良
区
に
管
理
を
委
託

し
て
い
る
。
ま
た
、
た
め
池
の

管
理
は
、
事
業
を
実
施
し
て
い

る
後
蘭
字
と
谷
山
字
の
管
理
区

域
に
も
な
っ
て
い
る
。

た
め
池
の
周
辺
管
理
は
、
土

地
改
良
区
か
ら
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、
畑
か
ん
受
益
者
や
関
係

団
体
、
水
土
里
サ
ー
ク
ル
活
動

等
に
よ
り
、
年
に
一
回
程
度
の

草
払
い
作
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、昨
年
は
実
施
し
て
い
な
い
。

去
る
５
月
６
日
の
新
聞
に
、

城
ケ
丘
中
学
校
の
生
徒
や
近
所

の
小
学
生
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
休
校
中
に
、

自
主
的
に
「
松
の
前
池
」
周
辺

の
草
刈
り
に
汗
を
流
し
た
と
報

道
さ
れ
て
お
り
、
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
だ
と
思
う
。

こ
の
「
松
の
前
池
」
は
、
多

面
的
機
能
を
保
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、地
域
の
財
産
と
し
て
、

守
り
・
管
理
し
て
頂
け
れ
ば
と

思
う
。

自
然
環
境
保
全
に
つ
い
て

問
「
後
蘭
・
谷
山
地
区
水
資

源
涵か
ん
よ
う養
の
森
」
の
現
状

や
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
目
的
達
成
の

進
捗
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
本
町
の
緑
豊
か
な
自
然

と
そ
の
環
境
の
保
全
を

図
り
、
水
資
源
の
涵
養
と
農

村
景
観
の
保
全
等
、
自
然
と

町
民
が
共
生
す
る
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
９

年
度
か
ら
３
年
か
け
て
国
庫

補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
後

蘭
・
谷
山
地
区
の
約
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
整
備
し
た
。

そ
の
後
の
管
理
と
し
て
は
、

５
か
年
継
続
事
業
を
活
用
し
て

下
刈
り
や
保
育
を
行
い
、ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
協

賛
で
植
樹
祭
を
実
施
し
た
。

現
在
は
、
事
業
導
入
か
ら
20

年
経
過
し
、
多
く
の
広
葉
樹
が

成
長
し
て
お
り
、
水
資
源
涵
養

の
森
と
し
て
、
目
的
は
達
成
し

て
い
る
と
考
え
る
。

町
民
の
協
力
タ
ッ
グ
に
よ
り
以
前
の
生
活
を
!!

松
まつむら

村 絹
きぬ え

江	議員

◀
水
資
源
の
森
未
来
へ
の
希
望

い
っ
ぱ
い
に
育
て
！

▶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
楽
し
い
ね
😊
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
伴
う
今
後
の

町
内
の
行
事
等
に
つ
い
て

問
島
外
か
ら
多
く
の
参
加

者
が
予
想
さ
れ
る
敬
老

会
や
成
人
式
等
の
開
催
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
各
字
の
夏
祭
り
を
は
じ
め

と
す
る
行
事
等
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し

て
い
く
の
か
。

答
町
内
の
行
事
等
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多

く
の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
中

止
や
延
期
、
縮
小
と
な
る
な
ど

町
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き

な
影
響
が
で
た
。

今
後
、
予
定
さ
れ
る
敬
老
会

や
成
人
式
等
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
各
会
場
の
状
況
や
人
数
上

限
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
身

体
的
距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク
等

の
着
用
、
三
つ
の
密
を
避
け
る

な
ど
の
感
染
防
止
策
を
講
じ
、

実
施
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え

て
い
る
が
、
今
後
の
感
染
状
況

や
島
外
か
ら
の
参
加
も
見
込
ま

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
の
で
、

慎
重
に
検
討
し
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
各
字
の
夏
祭
り
等

の
行
事
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
対
策
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

各
主
催
者
に
お
い
て
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
今
後
開
催
さ
れ
る
区

長
会
等
で
情
報
提
供
し
て
い

く
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
緊
急
事
態
宣

言
発
出
に
伴
い
、
小
・
中
学
校

に
お
い
て
約
２
週
間
の
臨
時
休

校
が
あ
り
、
今
年
度
の
学
習
等

の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
学
習
指
導
等
の
取

り
組
み
と
対
策
は
ど
の
よ
う
に

講
じ
て
い
く
の
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
伴

い
、
本
町
で
も
、
15
日
間
臨
時

休
校
を
行
っ
た
。そ
の
間
の
土
・

日
・
祝
日
が
８
日
間
あ
り
、
授

業
す
べ
き
日
に
授
業
が
で
き
な

か
っ
た
日
は
、
７
日
間
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

臨
時
休
校
中
の
遅
れ
た
学
習

時
間
数
を
確
保
す
る
た
め
に
、

現
在
各
小
・
中
学
校
で
は
、
以

下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

①
学
校
行
事
を
精
選
し
て
、
教

科
等
の
授
業
時
間
に
充
て
る
。

②
年
度
当
初
、
予
備
時
数
と
し

て
確
保
し
て
い
る
学
習
時
間
を

充
当
す
る
。

③
中
学
校
で
は
、
中
体
連
関
連

の
対
外
試
合
等
が
中
止
と
な
っ

た
分
を
、
授
業
時
間
と
し
て
確

保
す
る
。

こ
の
よ
う
な
各
学
校
の
創
意

工
夫
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
足

分
の
授
業
時
数
を
確
保
し
、
学

習
の
遅
れ
は
心
配
な
い
。
し
か

し
、
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
再
発
や
台
風
等
の
自
然
災

害
、
冬
季
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
等
が
あ
る
と
、
適
切
な
学

習
時
間
の
確
保
が
で
き
る
か
ど

う
か
は
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
、

県
や
地
区
の
動
向
も
踏
ま
え
、

町
内
各
学
校
と
し
っ
か
り
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
負め

ー
て
ぃ
わ
、う
ら
ん
ど
島
人

▶
島
外
か
ら
参
加
者
の
多
い
成
人
式

▶
楽
し
い
な
盆
踊
り
♪

▶
子
ど
も
た
ち
も
大
好
き
な
夏
祭
り

▶
元
気
に
登
校
す
る
小
学
生

▶
友
達
と
一
緒
が
い
い
ね
！

池
いけだ

田 正
しょういち

一	議員



第
６
次
総
合
振
興
計
画
に

つ
い
て

問
「
新
た
な
Ｌ
ⅰ
ｆ
ｅ
Ｓ

ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
〜
和
泊
Ｌ
ⅰ

ｆ
ｅ
に
向
け
て
」
の
４
つ
の
目

標
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
考
え

は
。
ま
た
町
民
へ
の
周
知
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

①
暮
ら
し
を
と
り
ま
く
環
境

問
題

②
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て

③
暮
ら
し
方
を
見
直
す

④
心
豊
か
な
人
が
暮
ら
す
町
へ

答
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
６
次
総
合
振
興

計
画
の
４
つ
の
目
標
に
つ
い
て

は
、
個
別
の
具
体
的
な
数
値
目

標
な
ど
は
掲
げ
ず
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の

概
念
を
取
り
入
れ
、
ま
ち
の
将

来
像
で
あ
る
「
人
と
未
来
を
笑

顔
で
つ
な
ぐ
こ
こ
ろ
ゆ
た
か

な
和
の
町
・
和
泊
町
」
の
実
現

の
た
め
、
①
〜
④
を
４
つ
の
柱

と
し
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
５
月
30
日
の
「
ご

み
ゼ
ロ
の
日
」
に
合
わ
せ
て
策

定
し
た
「
町
民
３
大
運
動
」
を

中
心
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

役
場
全
体
で
取
り
組
む
「
全
庁

３
大
運
動
」も
推
進
し
て
い
く
。

町
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
本
町
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し

た
東
北
大
学
か
ら
講
師
を
招
し
ょ
う
へ
い聘

し
、
6
月
25
日
に
区
長
会
や
町

内
の
各
種
団
体
向
け
に
研
修
会

を
実
施
し
、
周
知
を
図
る
。
ま

た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
国
内
の
自
治
体
や
大
学

法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
一
般
企
業
等

が
会
員
と
な
っ
て
い
る
「
地
方

創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」に
参
加
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
情
報
交
換

や
連
携
促
進
を
行
い
な
が
ら
、

新
た
な
Ｌ
ⅰ
ｆ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ

ｅ
〜
和
泊
Ｌ
ⅰ
ｆ
ｅ
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
令
和
２
年
度
県
公
立
高

校
入
学
選
抜
学
力
検
査

の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
大
島
学

区
で
の
目
安
点（
１
教
科
18
点
）

未
満
の
人
数
の
割
合
が
、国
語
・

数
学
・
英
語
で
は
前
年
よ
り
改

善
し
た
が
、
理
科
に
お
い
て
は

19
．
7
％（
前
年
度
11
．
3
％
）

で
、
目
安
点
未
満
の
割
合
が
大

幅
に
増
加
し
た
。
本
町
に
は
天

体
観
測
の
施
設
が
あ
り
、
理
科

に
興
味
を
持
た
せ
る
に
は
有
効

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
理
科
学
習
へ
の
興
味
関

心
を
持
た
せ
る
た
め
に

は
、
観
察
・
実
験
等
の
直
接
体

験
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
町
に
は
、
和
泊
小
学
校
に

天
体
観
測
施
設
が
あ
り
、
定
期

的
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
天
体

望
遠
鏡
を
使
っ
た
天
体
の
観
望

会
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
度
の
実
績
は
、
５

月
か
ら
令
和
２
年
１
月
ま
で
の

９
か
月
間
で
年
間
14
回
の
活
動

を
行
っ
た
。
内
訳
は
、
天
体
観

望
会
10
回
、
幼
稚
園
や
小
・
中

学
校
の
宿
泊
学
習
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
４
回
と
な
っ
て
い
る
。　

利
用
者
実
績
は
、
大
人

２
８
０
名
、
子
ど
も
４
１
９
名

の
計
６
９
９
名
と
な
っ
て
い

る
。観

測
機
器
の
操
作
や
説
明
に

は
、
和
泊
小
の
職
員
４
名
が
交

代
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
拡
大
防
止
措
置
に
よ

り
、７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

今
後
も
、
本
町
の
天
体
観
測

施
設
を
理
科
の
授
業
や
天
体
観

望
会
で
積
極
的
に
活
用
し
、
児

童
生
徒
の
理
科
学
習
へ
の
興
味

関
心
を
高
め
て
い
き
た
い
。
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心
豊
か
な
人
が
暮
ら
す
町
に
す
る
た
め
に

前
すすめ

利
としえつ

悦	議員

 
 

 
 

 

 
 

 

 

・ごみのポイ捨ては条例違反です。 
・ごみ出しマナーを守りましょう。 
・エコバッグの持参を徹底しましょう。 

持持  続続  可可  能能  なな  まま  ちち  づづ  くく  りり  

①①島島ももののをを食食べべよようう  

②②ごごみみをを減減ららそそうう  

③③水水ののめめぐぐりりをを大大切切ににししよようう  

２０２０.５.３０ 

・島内産品を買って、農林水産業と商工業を応援しよう。 
・生産者は、環境と人にもやさしい、安心・安全な生産に努

めましょう。 
 

・水は、海の水蒸気が雲となって、雨となり、飲み水などに
活用後、下水道施設できれいにして海にかえします。 

・水と緑を大切にしましょう。 
・下水道に、水に溶けない紙や油は流さない 

ようにしましょう。 

第 6 次和泊町総合振興計画においては、SDGs（持続可能な開

発目標）の概念を取り入れ、限りある資源を未来に残し、持続

可能なまちづくりを築くための政策に取り組みます。 

本運動は、その政策の一環として、町民と一丸となって、持続

可能なまちづくりに向け、取り組むものです。 

エスディージーズ 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

水曜日をリフレッシュデーとして、ノーカーデー、ノー残業
デー、リフレッシュ推進（運動や休暇の取得推進など）の３
つを推奨し、働き方改革と心身の健康増進を図りましょう。 

持持  続続  可可  能能  なな  まま  ちち  づづ  くく  りり  

①①ももっったたいいなないい運運動動  

②②リリフフレレッッシシュュデデーーのの推推進進  

③③ＮＮＯＯ!!ププララススチチッックク運運動動  

２０２０.５.３０ 

３Ｒの推進、3010 運動による食品ロスの削減、紙の節約、
省エネなどを推進し、環境負荷の低減を図りましょう。 

マイボトルやマイカップの使用を推進して、プラコップなど
の使い捨てプラスチック製品の使用を減らしましょう。 

第 6 次和泊町総合振興計画においては、SDGs（持続可能な開

発目標）の概念を取り入れ、限りある資源を未来に残し、持続

可能なまちづくりを築くための政策に取り組みます。 

本運動は、その政策の一環として、町民と一丸となって、持続

可能なまちづくりに向け、取り組むものです。 

エスディージーズ 



令和 2年８月 25日	発行／第148号 和泊町議会だより（8）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
影
響
や
今

後
の
対
策
に
つ
い
て

問
本
町
で
講
じ
て
き
た
感

染
症
対
策
の
総
括
と
、

今
後
の
課
題
は
。
ま
た
、
町
の

財
政
運
営
へ
の
影
響
は
。

答
３
月
28
日
、
本
町
に
お

い
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
濃

厚
接
触
者
情
報
を
受
け
、
同
日

付
け
で
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
町

民
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に

考
え
、
空
港
や
港
で
の
検
温
対

応
な
ど
の
水
際
対
策
を
し
っ
か

り
と
行
い
、
感
染
対
策
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
活
動

の
推
進
や
教
育
環
境
の
充
実
等

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
議
会
に
お
い
て
も
、
約
１

憶
２
２
０
０
万
円
の
増
額
補
正

予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
さ
ら
な

る
経
済
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

問
中
小
企
業
・
個
人
事
業

主
等
の
運
転
資
金
確
保

や
家
賃
補
助
等
へ
の
対
策
は
。

答
和
泊
町
商
工
会
及
び
お

き
の
え
ら
ぶ
島
観
光
協

会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
本
町

の
経
済
支
援
対
策
と
し
て
、
町

税
等
の
納
付
猶
予
や
金
融
機
関

へ
の
返
済
猶
予
及
び
金
融
支
援

の
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
国

の
持
続
化
給
付
金
及
び
県
の
休

業
要
請
協
力
金
等
の
相
談
・
申

請
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

ま
た
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
町
の
独
自
事
業

と
し
て
、
特
に
影
響
の
大
き
い

飲
食
・
宿
泊
業
を
対
象
と
し
た

「
和
泊
町
内
飲
食
店
等
利
用
促

進
緊
急
対
策
事
業
」
及
び
「
和

泊
町
内
宿
泊
所
利
用
促
進
緊
急

対
策
事
業
」
に
加
え
、
家
賃
等

を
対
象
と
し
た
「
和
泊
町
内
飲

食
店
・
宿
泊
所
固
定
費
支
援
緊

急
対
策
事
業
」
の
３
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。（
Ｐ
16
参
照
）

問
農
林
水
産
業
・
観
光
業
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
今
後
の
対
策
や
県
等
へ
の

経
済
対
策
等
の
要
望
状
況
は
。

答
農
林
水
産
分
野
に
お
い

て
は
、
交
付
金
を
活
用

し
た
事
業
と
し
て
、
５
月
の
臨

時
議
会
で
承
認
い
た
だ
い
た

「
和
泊
町
切
花
生
産
緊
急
対
策

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
水

産
業
を
支
援
す
る
「
海
人
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
島
外
の
学

生
を
支
援
す
る
「
学
生
支
援
事

業
費
」
を
本
議
会
に
予
算
計
上

し
て
い
る
。

観
光
業
分
野
に
お
い
て
は
、

島
へ
の
来
客
が
見
込
め
な
い
厳

し
い
状
況
を
鑑
み
、「
島
泊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う
町
独
自
の

支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

問
災
害
時
の
避
難
所
に
お

け
る
感
染
症
対
策
は
。

答
本
町
に
は
各
字
公
民
館

が
21
か
所
、
小
・
中
学
校

が
６
か
所
、
研
修
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
、
29

か
所
の
指
定
避
難
所
が
あ
る
。

３
つ
の
密
を
避
け
る
た
め
の

対
策
と
し
て
、
頑
丈
な
自
宅
で

の
在
宅
避
難
、
親
戚
や
知
人
宅

へ
の
避
難
な
ど
に
つ
い
て
も
推

奨
さ
れ
て
お
り
、
６
月
に
配
布

す
る
チ
ラ
シ
に
も
そ
の
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
銀
行
と
の
連
携
協

定
に
つ
い
て

問
地
方
創
生
に
関
す
る
相

互
協
力
と
連
携
協
定
を

締
結
し
た
が
、
農
林
水
産
物
販

路
拡
大
等
の
協
定
事
項
の
進
捗

状
況
は
。

答
連
携
協
定
事
項
と
し

て
、「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
産
業
と
仕
事
づ
く
り
」

「
定
住
・
移
住
の
促
進
」「
安
心

で
楽
し
い
子
育
て
、
夢
が
あ
る

子
育
て
が
で
き
る
心
ゆ
た
か
な

町
づ
く
り
」「
健
康
で
安
心
・

安
全
、自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

「
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
」
の
５
つ
を
掲
げ
て
お
り
、

特
に
農
林
水
産
物
の
沖
縄
・
海

外
へ
の
販
路
拡
大
、
ふ
る
さ
と

納
税
商
品
開
発
、
高
齢
者
居
住

の
整
備
に
つ
い
て
は
先
行
し
て

取
り
組
む
。

沖
縄
へ
の
農
林
水
産
物
の
販

路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島

銀
行
沖
縄
支
店
を
通
じ
て
沖
縄

市
場
へ
の
参
入
の
可
能
性
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
つ
い

て
は
、
来
年
２
月
に
鹿
児
島
銀

行
の
主
催
で
台
湾
に
お
い
て
開

催
予
定
の
「
鹿
児
島
フ
ェ
ア
」

へ
の
出
展
を
計
画
し
て
お
り
、

奄
美
群
島
か
ら
は
本
町
の
み
が

出
展
で
き
る
こ
と
か
ら
、
バ
レ

イ
シ
ョ
や
黒
糖
焼
酎
と
い
っ
た

他
の
地
域
に
は
な
い
特
産
品
を

出
品
す
る
こ
と
で
、
今
後
海
外

市
場
で
の
販
路
拡
大
の
足
掛
か

り
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
他
に
も
、
移
住
定
住

や
み
じ
ら
し
ゃ
エ
リ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
な
ど
に
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

問
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
反
収

ア
ッ
プ
の
た
め
に
埋
設

型
の
散
水
器
具
を
設
置
で
き
な

い
か
。

答
多
く
の
作
物
に
農
業
用

水
は
必
要
で
あ
り
、
畑

地
か
ん
が
い
整
備
事
業
を
実

施
し
て
い
る
各
地
区
で
の
推

進
、
ま
た
、
沖
永
良
部
畑
地
か

ん
が
い
営
農
推
進
協
議
会
で
委

託
さ
れ
た
「
畑
か
ん
マ
イ
ス

タ
ー
」
に
よ
る
モ
デ
ル
圃
場
の

設
置
等
、
機
会
を
設
け
て
情
報

発
信
や
反
収
向
上
を
図
る
た
め

に
、
水
利
用
の
推
進
に
努
め
て

い
る
。

農

業

所

得

向

上

の

為

に

東
ひがし

　	弘
ひろあき

明	議員
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花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て

問
空
港
か
ら
和
泊
市
街
地

ま
で
植
栽
場
所
の
確
保

と
、
百
合
の
植
栽
は
で
き
な

い
か
。

答
空
港
か
ら
和
泊
市
街
地

ま
で
は
、
地
域
の
方
々

の
協
力
で
多
く
の
色
と
り
ど
り

の
花
が
植
栽
さ
れ
、
沿
道
を
通

る
皆
様
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

る
が
、
ま
だ
百
合
を
植
え
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
は
あ
る
の

で
、
植
栽
場
所
の
確
保
に
つ
い

て
は
県
や
地
権
者
の
同
意
が
得

ら
れ
れ
ば
、
予
算
の
範
囲
内
で

地
域
住
民
や
え
ら
ぶ
ゆ
り
サ

ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
百
合
の
植
栽
に
努
め
て
い

く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

問
今
後
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
地
域
か

ら
の
来
島
に
つ
い
て
は
、
体
調

の
す
ぐ
れ
な
い
方
な
ど
は
遠
慮

い
た
だ
く
ほ
か
、
島
か
ら
感
染

拡
大
地
域
へ
の
旅
行
等
も
控
え

て
い
た
だ
く
こ
と
も
お
願
い
し

て
い
く
。

会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
P
６
池
田
議
員

へ
の
答
弁
参
照
。

な
お
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
各
施
設
の
閉
鎖
や

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
要

請
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

国
や
県
の
動
向
に
応
じ
た
対
応

を
し
て
い
く
。

み
ん
な
で
咲
か
そ
う
島
の
宝

喜
き い

井 和
かずお

夫	議員

沿道にもっとたくさんの百合の花を !!
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川
かわばた

畑 宏
こういち

一	議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

問
第
２
波
３
波
が
想
定
さ

れ
る
中
、
重
篤
か
つ
複

数
の
感
染
者
が
で
た
場
合
の
体

制
は
。

答
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
指
定
医
療
機
関
へ

の
入
院
と
な
り
、
収
容
人
数
を

超
え
る
と
島
外
へ
の
搬
送
と
な

る
。
軽
症
・
無
症
状
者
は
宿
泊

施
設
等
で
の
療
養
と
な
る
が
、

感
染
者
が
増
え
島
内
で
対
応
で

き
な
い
場
合
は
、
島
外
で
療
養

と
な
る
。
ま
た
、
重
症
者
は
、

設
備
の
整
っ
た
島
外
の
医
療
機

関
へ
搬
送
す
る
体
制
と
し
、
迅

速
に
対
応
で
き
る
体
制
が
整
っ

て
い
る
。

問
高
齢
者
福
祉
施
設
や
学

校
等
で
の
対
応
策
は
。

答
行
政
と
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す
る
情

報
交
換
会
が
行
わ
れ
、
感
染
防

止
対
策
や
継
続
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

事
業
所
で
は
「
高
齢
者
介
護

施
設
に
お
け
る
感
染
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
基
に
感
染
予
防

に
努
め
て
頂
い
て
い
る
が
、
今

後
も
情
報
提
供
と
現
状
把
握
を

行
い
、感
染
症
対
策
に
努
め
る
。

学
校
等
で
は
、
文
科
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
３
密

を
避
け
る
た
め
、
行
事
等
の
規

模
縮
小
、
時
間
短
縮
や
机
・
イ

ス
の
間
隔
調
整
、
定
期
的
な
換

気
と
消
毒
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク

着
用
な
ど
を
徹
底
し
て
い
る
。

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に

は
、「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
基
準
を
参
考
に
、
状
況
に

応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
お

り
、
毎
朝
の
検
温
や
共
有
物
品

の
消
毒
、
給
食
や
休
み
時
間
・

登
下
校
時
も
児
童
生
徒
の
行

動
を
見
守
る
な
ど
可
能
な
限

り
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

各
学
校
へ
、
非
接
触
型
体
温

計
、
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
や
マ
ス

ク
を
配
布
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
共
生
し
て
い

く
た
め
に
は
、
感
染
リ
ス
ク
を

可
能
な
限
り
低
減
さ
せ
な
が
ら

学
校
教
育
活
動
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
感
染
症
に
起
因
す
る
人

権
問
題
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
誤
解
や
偏
見
な
ど
に
よ

り
、
感
染
者
と
そ
の
家

族
や
周
囲
の
人
、
医
療
・
介
護

従
事
者
等
に
対
す
る
誹
謗
中

傷
、
不
当
な
差
別
や
い
じ
め
等

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
誤
っ
た
情
報
や
根
拠
の
な

い
噂
等
の
不
正
確
な
情
報
に
惑

わ
さ
れ
な
い
よ
う
、
正
し
い
情

報
を
発
信
し
、
町
民
の
皆
様
が

冷
静
な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
共
生

お
よ
び
終
息
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
。

答
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

定
着
が
必
須
と
な
る
。

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
開
発

に
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
、
ウ

イ
ル
ス
の
存
在
を
前
提
に
日
常

生
活
へ
臨
む
こ
と
が
、
共
生
や

終
息
へ
と
つ
な
が
る
。

社
会
経
済
活
動
等
に
つ
い
て

は
、
回
復
に
時
間
が
か
か
る
。

短
期
的
な
各
種
支
援
対
策
事
業

（
Ｐ
16
参
照
）
を
実
施
し
て
い

る
が
、
中
長
期
の
対
策
も
必
要

で
あ
り
、
多
角
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問
和
泊
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
及
び
第
８
期
介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
進
捗

状
況
は
。

答
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
日

常
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
各
種

支
援
を
包
括
的
に
行
う
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を

２
０
２
５
年
ま
で
に
構
築
し
て

い
く
。

計
画
策
定
に
あ
た
り
昨
年
度

に
高
齢
者
実
態
調
査
を
実
施

し
、
今
後
は
調
査
の
分
析
と
第

７
期
の
実
績
等
を
踏
ま
え
地
域

課
題
を
洗
い
出
し
、
事
業
者
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
も
実
施
し
な

が
ら
、
計
画
策
定
委
員
会
で
議

論
を
重
ね
、
策
定
し
て
い
く
。

問
本
町
に
お
け
る
高
齢
者

福
祉
の
展
望
と
課
題
は
。

答
本
町
で
高
齢
者
の
占
め

る
人
口
割
合
は
約
37
％

で
あ
り
、
今
後
、
医
療
介
護
従

事
者
の
担
い
手
不
足
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、

生
活
習
慣
病
や
高
齢
者
介
護
予

防
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
就
労
支
援
や

地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
に
よ

り
、健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、

可
能
な
限
り
支
援
を
担
う
立
場

で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
は
今
後
も
増
加
見
込
み
で
、

移
動
手
段
の
確
保
や
生
活
支
援

の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

町
で
は
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
支
え
合
い
活
動
等
の

充
実
、
総
合
振
興
計
画
に
お
け

る
「
み
じ
ら
し
ゃ
エ
リ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
実
現
等
を
通
じ
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問
町
民
３
大
運
動
の
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
概
念
を
取

り
入
れ
た
第
６
次
総
合

振
興
計
画
は
、
町
民
の
理
解
と

協
力
な
く
し
て
は
達
成
で
き
な

い
た
め
、
区
長
会
で
の
意
見
集

約
を
も
と
に
、
町
民
３
大
運
動

を
定
め
た
。（
P
７
参
照
）

研
修
会
の
開
催
等
、
周
知

広
報
を
継
続
し
、
各
担
当
課
・

局
に
お
い
て
も
普
及
・
啓
発

を
行
う
。

じ
ゃ
ー
じ
ゃ
、あ
じ
ぬ
笑
顔
み
ー
ぶ
し
ゃ
ん
ど
〜
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感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第

２
波
へ
備
え
た
対
策
は
。

答
空
港
や
港
で
の
水
際
対

策
な
ど
今
後
の
推
移
を

見
守
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
島
内
に
お
い
て
感
染
が

確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
「
感
染
症
危
機
管
理
沖
永
良

部
現
地
対
策
協
議
会
」
を
開
催

し
、
島
内
で
統
一
し
た
対
策
に

つ
い
て
協
議
・
決
定
し
て
い
く
。

提
案
・
要
望
感
染
症
対
策

に
必
要
な
備
品
の
充
分
な
確

保
、
無
症
状
・
軽
症
者
の
受
け

入
れ
施
設
の
確
保
を
早
急
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
強
力
な
対
策
が
可
能
な

条
例
の
設
置
、
迅
速
な

対
応
の
と
れ
る
規
則
の
整
備

を
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

答
「
和
泊
町
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
」
を
策
定
し
て
い
る
。
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
し
て

は
、
国
の
行
動
計
画
に
沿
っ
た

対
応
を
し
た
。
条
例
設
置
や
規

則
整
備
に
つ
い
て
は
、
他
自
治

体
で
の
事
例
や
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
も
踏
ま
え
た
検
証
の
な
か

で
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

提
案
・
要
望
今
回
の
経
験

を
活
か
し
、
離
島
と
い
う
条
件

で
最
大
限
に
対
応
の
取
れ
る
条

例
・
規
則
を
今
後
の
た
め
に
も

確
立
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

問
緊
急
事
態
等
に
対
応
で
き

る
基
金
創
設
の
考
え
は
。

答
緊
急
事
態
等
に
対
応
で

き
る
基
金
と
し
て
、
財

政
調
整
基
金
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
災
害
対
応
等
で
も
活
用
し

て
き
た
。
今
後
も
、
財
政
調
整

基
金
に
積
み
増
し
を
し
て
、
対

応
し
た
い
。

提
案
・
要
望
財
政
調
整
基

金
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税

の
減
額
、
大
型
事
業
の
導
入
な

ど
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
計
画

的
に
運
用
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
緊
急
事
態
に
早
急
に
対

応
す
る
蓄
え
は
別
に
確
保
し
て

お
く
べ
き
だ
と
思
う
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済

被
害
と
雇
用
状
況
は
。
ま

た
、
今
後
の
見
通
し
と
対
策
は
。

答
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
の
中

止
や
飲
食
を
伴
う
会
合

の
自
粛
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

る
観
光
客
の
減
少
な
ど
、
宿
泊

業
や
飲
食
業
を
中
心
に
売
り
上

げ
の
大
幅
な
減
少
に
よ
る
経
営

状
況
の
悪
化
は
見
ら
れ
た
が
、

町
で
は
３
事
業
（
詳
細
Ｐ
16
）

を
実
施
し
、
経
済
活
動
の
回
復

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
解
雇
や
倒
産
・
廃
業

等
に
つ
い
て
は
発
生
し
て
い
な

い
。花

き
産
業
で
は
、
市
場
単
価

が
例
年
よ
り
大
幅
に
下
落
し
、

被
害
額
は
約
１
千
３
百
万
円

に
な
っ
た
。
各
出
荷
団
体
等

に
対
し
て
和
泊
町
切
花
生
産

緊
急
対
策
事
業
に
よ
り
助
成

金
を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
に
お
い
て
も
持
続
化
給
付

金
や
高
収
益
作
物
次
期
作
支

援
交
付
金
な
ど
が
創
設
さ
れ

た
。
町
と
し
て
生
産
者
の
皆

様
へ
各
種
事
業
の
周
知
を
行

い
、
説
明
会
の
実
施
や
申
請

が
困
難
な
方
に
対
し
て
指
導

助
言
を
実
施
し
て
い
く
。

経
済
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

問
農
業
産
出
額
に
占
め
る

生
産
農
業
所
得
の
割
合

は
。
ま
た
、
そ
の
収
益
対
策
は
。

答
所
得
割
合
は
一
概
に
は

言
え
な
い
が
、
農
水
省

の
Ｈ
30
年
営
農
類
型
別
経
営
統

計
か
ら
み
た
農
業
経
営
体
あ
た

り
の
経
営
状
況
で
は
、
約
22
．

4
％
と
な
っ
て
い
る
。
収
益
対

策
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
・
実

需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
品

質
化
や
加
工
な
ど
の
高
付
加
価

値
化
に
努
め
、
生
産
・
販
売
力

の
強
化
を
図
り
、
経
営
感
覚
を

持
っ
た
担
い
手
育
成
、
規
模
拡

大
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
な
ど
、

供
給
面
に
係
る
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

提
案
・
要
望
本
町
の
第
一

次
産
業
の
所
得
率
は
、
50
％
を

超
え
て
き
て
お
り
、
回
復
傾
向

だ
が
、
生
産
所
得
率
の
低
い
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
収
益
率
向
上
に
は

更
な
る
政
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問
経
済
資
源
の
掘
り
起
こ

し
、
産
業
の
変
化
に
つ

い
て
も
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答
本
町
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
あ
り
、
新
品
種
や

新
技
術
、
複
合
経
営
の
積
極
的

な
導
入
な
ど
、
全
国
的
に
も
先

進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
も
農
業
を
基
幹
産
業
と
し

て
、
本
町
の
振
興
発
展
が
進
む

と
考
え
る
。

近
年
は
観
光
も
着
実
に
成
長

し
て
お
り
、
地
に
足
を
つ
け
た

観
光
産
業
の
基
盤
強
化
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
体
験
型
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用
促
進
緊
急
対

策
事
業
等
を
通
し
沖
永
良
部
観

光
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
。

島
の
農
林
水
産
物
に
つ
い
て

は
、
付
加
価
値
を
つ
け
る
加
工

技
術
が
新
た
な
産
業
資
源
を
生

み
出
す
可
能
性
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
で
は
自
給
野
菜
等
の
付
加

価
値
を
高
め
る
加
工
品
や
加
工

方
法
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
域
内
消

費
の
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、
ソ

デ
イ
カ
の
冷
凍
ブ
ロ
ッ
ク
及
び

ゲ
ソ
等
の
加
工
品
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
島
内
ス
ー

パ
ー
や
海
人
ま
つ
り
で
試
作
品

販
売
を
行
う
な
ど
島
内
産
の
魚

食
普
及
を
図
る
。
さ
ら
に
、
漁

獲
風
景
を
撮
影
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｖ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
島
内
外

へ
情
報
発
信
を
強
化
し
、
販
路

拡
大
に
取
り
組
む
。

未
来
創
造
！
持
続
可
能
な
経
済
発
展
を
目
指
し
て

中
なかだ

田 隆
たかひろ

洋	議員



和
泊
町
の
子
供
達
に
全
国
レ
ベ
ル
の
学
力
を
!!
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教
育
行
政
に
つ
い
て

問
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
本
町
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
対
策
に
は
、
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
て
い
る
か
。

答
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
目
的
は
、
義
務

教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準

の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
全
国

的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習

状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教
育

施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証

し
、
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と
や

学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の

教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況

の
改
善
等
に
役
立
て
る
た
め
に

実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
町
の
各
小
中
学
校
で
は
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
を
次
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

る
。

①
児
童
生
徒
に
よ
る
活
用

検
査
結
果
に
よ
り
、
自
分
の

学
力
を
全
国
レ
ベ
ル
と
の
比
較

に
お
い
て
知
り
、
自
分
の
学
力

を
客
観
的
に
理
解
し
た
り
自
分

の
学
習
状
況
に
つ
い
て
評
価
・

反
省
し
た
り
し
て
、
今
後
の
取

り
組
み
に
生
か
し
て
い
る
。

②
教
師
に
よ
る
活
用

自
分
が
指
導
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
全

国
レ
ベ
ル
と
の
比
較
に
お
い
て

把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
授

業
改
善
や
児
童
生
徒
に
対
す
る

学
習
指
導
に
生
か
し
て
い
る
。

③
管
理
職
に
よ
る
活
用

自
校
の
学
力
や
学
習
状
況
を

全
国
レ
ベ
ル
と
の
比
較
に
お
い

て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

校
経
営
や
職
員
指
導
、
家
庭
や

関
係
者
へ
の
協
力
依
頼
・
啓
発

等
に
活
用
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
は
、
各
小
中
学

校
が
、「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
解
説
資
料
（
国
立
教
育

政
策
研
究
所
発
行
）」、「
鹿
児

島
学
力
向
上
支
援
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
の
評
価
問
題
」、「
過
去
の

全
国
学
力
調
査
問
題
」
へ
の
取

り
組
み
な
ど
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、
本
町
児
童
生

徒
の
学
力
向
上
に
な
お
一
層
取

り
組
む
よ
う
指
導
助
言
を
行
っ

て
い
る
。

問
不
登
校
児
童
生
徒
の
現

状
と
支
援
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
令
和
２
年
度
４
月
及
び

５
月
の
報
告
に
よ
る

と
、
ま
っ
た
く
登
校
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
は
、
１

名
、
不
登
校
気
味
と
考
え
ら
れ

る
児
童
生
徒
は
５
名
い
る
。

不
登
校
の
理
由
は
、
病
気
や

家
庭
環
境
、
学
業
不
振
や
生
活

リ
ズ
ム
の
不
安
定
、
友
人
と
の

人
間
関
係
等
、
様
々
な
原
因
が

挙
げ
ら
れ
る
。

教
育
委
員
会
や
各
学
校
に
お

い
て
は
、
次
の
よ
う
な
具
体
策

に
よ
り
不
登
校
の
未
然
防
止
や

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
努

め
て
い
る
。

①
児
童
生
徒
の
出
席
状
況
や
健

康
観
察
、
授
業
へ
の
参
加
態
度

や
学
習
状
況
、
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
友
人
関
係
や
家
庭
生

活
状
況
等
の
把
握
。（
一
人
一

人
の
児
童
生
徒
理
解
の
た
め
）

②
学
習
面
で
課
題
を
抱
え
て
い

る
児
童
生
徒
に
対
す
る
個
別
学

習
支
援
や
学
ぶ
楽
し
さ
、
学
ぶ

喜
び
を
味
わ
わ
せ
る
学
習
指

導
。

③
互
い
に
共
感
す
る
人
間
関
係

を
築
き
上
げ
て
い
く
活
動
、
例

え
ば
、
係
活
動
や
当
番
活
動
で

給
食
や
掃
除
な
ど
の
仕
事
を
分

担
し
協
力
し
合
っ
た
り
、
友
だ

ち
と
協
力
し
て
行
事
を
な
し
遂

げ
た
り
す
る
活
動
を
通
し
た
一

人
一
人
の
児
童
生
徒
の
居
場
所

づ
く
り
。

④
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
民
生
委
員
等
を
活
用
し

た
相
談
体
制
。

⑤
民
間
施
設
等
と
の
連
携
。

今
後
と
も
、
家
庭
や
関
係
機
関

と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
不

登
校
児
童
生
徒
の
支
援
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

桂
かつら

弘
ひろかず

一	議員

請
せいがん

願・陳
ちんじょう

情
町政について要望等があるときは　どなたでも「請願書」
又は「陳情書」を町議会に提出することができます。
町ホームページに様式例を掲載しております。

ご不明な点は議会事務局92-2569までお問い合せください。

請願 陳情 このQRコード
から

様式例
掲載の

WEBに

アクセ
スでき

るよ !

コード
から

WEBに

アクセ
スでき

るよ !

リハーサルの様子

そして本番 ! !　ドキドキ…

議員控室にて
自己紹介とリハーサルの

流れ等について説明があります。

議場へ移動
マイクの使い方を
教わります。

初めての議員席は緊張しちゃいます。

議会事務局長
「声をもっと大きく！」と
アドバイス

リハーサルにはいなかった
町長さんや課長さんたちが大勢！

緊張ＭＡＸでもやり遂げました◎
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中学生の視点から町政を問う
7/30、令和２年度子ども議会が開催され、子ども議長の中村さんの進行で、９名の子ども議員が
登壇し、若い感性や視点から様々な質問・意見・要望等が出され、活発な議会となりました。
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議員控室にて
自己紹介とリハーサルの

流れ等について説明があります。

議場へ移動
マイクの使い方を
教わります。

初めての議員席は緊張しちゃいます。

議会事務局長
「声をもっと大きく！」と
アドバイス

リハーサルにはいなかった
町長さんや課長さんたちが大勢！

緊張ＭＡＸでもやり遂げました◎
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城ケ丘中学校３年

朝
あ さ と

戸はるな 議員

●沖永良部の海ごみ問題
①海岸でのスポーツゴミ拾い大会の開催を検討できないか。
②環境キャンプのイベントをできないか。
③町全体でプラスチックごみの削減を積極的に行うのはどうか。
①安全に留意し、全国の開催事例を参考にしながら検討する。
②自然環境教育も含めた体験型の観光プログラムに申込みいただければ、実際に環境キャンプをおこ
なえる。
③５月 30 日からスタートした町民３大運動で推進しており、今後全町民に進めていきたい。（Ｐ７参照）

和泊中学校３年

瀬
せ が わ

川　璃
り く

空 議員

●「写真映え」で観光ＰＲ
①桜並木のようにゆりを道沿いに植栽できないか。
②季節ごとに「日本一のガジュマル」のライトアップはできないか。
③じゃがいもをデザインしたバスや、ノンステップバスの導入はできないか。
①笠石海浜公園をメインにし、空港から和泊市街地の沿道への植栽計画や、各集落・小中学校に球根
を提供し、集落の沿道や花壇に植栽していただく。
②学校の敷地内にあるため、セキュリティの問題等、学校や関係団体等と慎重な検討が必要になる。
③他の特産品も加えて広くＰＲすれば更にいい宣伝になるので参考にする。ノンステップバスは、今
後新規購入の際にバス企業団へ要望していきたい。

城ケ丘中学校３年

冝
ぎ き

喜　彩
い ろ り

莉 議員

●エラブの方言の有効活用
①「方言クイズ」を町で作成し、各学校や高齢者施設で利用できないか。
②各字での方言教室や「方言検定」の実施はできないか。
①各学校で総合的な学習の時間を活用し、聞き取り調査を通して高齢者と交流しながら作成や大会を
実施すれば、つながりを深めることができていいと思う。
②方言教室は、定期的に開催し、子ども会大会等で披露することで定着につながると思う。「方言検定」
は、現在３段階で理解度を示す缶バッチを作成しているので、活用しながら、方言の学習意欲を高め
る活動を展開していく

和泊中学校３年

立
た て つ

津　凪
な ぎ さ

紗 議員

●沖永良部の生活環境を整える
①設問の回答を透明なごみ箱へ投票形式に入れる投票ごみ箱の設置はできないか。
②通学路にソーラー道路鋲の設置はできないか。
③高齢者のためにバスの停留所増設や、食料品等の配達システムをつくれないか。
①楽しみながらできるという観点は素晴らしいので参考にする。
②電源や電気料もかからず、耐久性もよくいいアイデアだと思う。今後、通学路灯がない場所を調査
して、土木課と協議し、設置する方向で進めていく。
③沖永良部バスは走行路線であれば途中乗降が可能である。配達システムはすでに数店舗で実施され
ている。

城ケ丘中学校３年

宗
そう

　幸
ゆ き な

花  議員

●沖永良部島をＰＲできる町づくり
①空港等に花の装飾や、観光客へ花のプレゼントや植栽体験をできないか。
②小中高校生全員が島をアピールできるように体験型の教育活動を導入はできないか。
③沖永良部の名産や名所を活かしたイベントや大会を開催できないか。
①期間限定の花農家プチ体験ツアーを実施し、ゆりの開花時期には港や空港に展示をした。
②第６次和泊町総合振興計画のなかで、島に居住している間に島についての「郷土学」「職業学」に
ついて学ぶ機会を増やす「まちゅんどプロジェクト」を掲げている。 
③例年開催しているバレイショまつりを新しい観光の目玉にできるよう周知していく。

和泊中学校３年

小
こ は ま

濱　悠
は る と

斗  議員

●沖永良部の漁業と農業
①島外から漁業従事希望者を受け入れ、若い人材の育成をできないか。
②学校給食で島魚を食べる機会の増加、また、漁業関係のイベントを増やせないか。
③通学路に水がかからないよう、スプリンクラーの設置場所を変更できないか。
④農業従事者が安定した収入を得られるような補助金を出せないか。
⑤道路に落ちた農業ゴミを拾うボランティアを募集して活動できないか。
①漁業に関心を持つ都市出身者も少なくないので、これからも県等の育成事業を活用し、支援する。
②現在のイベントや活動に加え、小中学生向けに漁師体験や魚の加工体験なども企画していく。学校
給食へも提供できるよう取り組む。
③固定式スプリンクラーの移動は難しいが、移動式については、散水マナーを周知していく。
④ギャップ認証取得への支援も検討し、農家の経営安定につなげていく。
⑤いいアイデアなので、関係課と連携して検討する。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答
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　私は去年、この議会議事堂の傍聴席で、先輩方の子ども議会を見
ていました。議員の方が一生懸命発表している姿を見て、とても感動
したことは今でも覚えています。
　そして今年は、私が議長を務めさせていただき、任された時は大き
な不安があり、リハーサルで議長席に座った時は緊張と不安で頭が
真っ白になりましたが、一生に一度できるかできないかの貴重な体験
ですので、精一杯練習に励みました。
　関係者の皆様・先生方のサポートによって、議会が滞りなく進められ
たことに安堵した気持ちと共に大きな達成感を感じることができました。
　今回、この子ども議会で和泊町をよくする意見を伝えてくださった議員の皆さま本当にお疲れ様でした。この
経験は私たちにとってとても貴重な物であり、特別な経験だと思います。これからの学校生活や地域でも今日の
経験を活かしていきましょう。
　また、役場職員の皆様には私たちの質問、意見に分かりやすく丁寧に答えていただきました。この議会を通し
て和泊町をより深く知ることができ、たくさんの発見をすることができ、とても勉強になりました。
　今回学んだことを活かして、これからの学校生活を送っていきたいと思います。また、和泊町の発展のため、
精一杯力を尽くしていこうと思いました。
　最後に、この場を設けて下さり、たくさんのサポートをしてくださった関係者の皆様、本当にありがとうござい
ました。

子ども議会を通して

和泊中学校３年　中
なかむら

村 航
わたる
議長

城ケ丘中学校３年

平
たいら

菓
か の

乃 議員

●沖永良部島の民謡や町民歌の活用
①定時放送で町民歌を流せないか。
②民謡のミュージックビデオ（ＭＶ）とアニメを制作できないか。
③リモート技術も利用し、老人ホームで民謡大会を開催できないか。
①放送回数の増加は騒音被害につながる恐れがあるため、行事やイベントの際に流す機会を増やして
いきたい。
②ＭＶやアニメ制作は大変良いアイデアなので、検討していく。
③各種イベント等でも民謡を披露しているので、イベントに参加してほしい。今年度は奄美群島や沖
縄県から唄者を集めたコンサートを実施予定としているので、多くの方々に来場してほしい。

和泊中学校３年

宮
みやむら

村 真
ま み

美 議員

●沖永良部島の文化を残すには
①町民おすすめの店をジャンルに分けてマップ化してはどうか。
②商店街の空き店舗を若者向けにリフォームできないか。また、駐車場の整備はできないか。
③沖永良部高校に農業漁業商業を学べる総合学科の新設はできないか。
④眼科や皮膚科等の専門病院を増やせないか。
①様々な観光マップ等はあるが、今後そのようなマップを作成する際には参考にさせていただきたい。
②来年度から本格的に空き家等の再活用を促進していく。駐車場は、要件が整えば、所有者が土地・
建物を町に寄付することで、町が解体し駐車場として整備することも可能である。
③商業科から総合学科の改変には県等との協議をし、時間と費用等がかかる。現在の２学科でも地域
の課題解決に向けた取り組みを実施している。
④医師の確保や効率的な病院経営を確保するためには難しい問題である。現在は定期的な専門医によ
る診療と、必要に応じて島外の高度医療を受けられる体制が構築されている。

城ケ丘中学校３年

松
まつした

下 美
み な み

波 議員

●和泊町とドミニカ国の姉妹都市提携
①お互いの郷土料理や民謡で交流できないか。
②共同でお酒等の商品開発をできないか。
③お互いにホームステイを行えないか。
①ドミニカ国とレシピを交換しあい、給食で提供するのもいいと思う。
②町としても検討したいが、ぜひ議員からも事業者に提案してほしい。
③ホームステイや語学留学について関係機関と協議していく。

問

問

問

答

答

答
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令
和
２
年
第
２
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会
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月
19
日
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っ
て
閉
会
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し
ま
し

た
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こ
の
議
員
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成
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最
後
と
な
る

本
定
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お
い
て
は
、
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名
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議

員
が
一
般
質
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を
行
な
い
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町
民
の

代
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こ
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で
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ま
し
た
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今
後
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ッ
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す
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機
関
と
し
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取
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組
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参
り
ま

す
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頑
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左の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、町議会のホーム
ページにリンクします。

今回の一般質問の中では、新型コロナウイルス感染症関連の質問が多くみられました。

その中でも特に多くの議員答弁で出てきた“３事業”について解説します。

町内飲食店・宿泊所固定費
支援緊急対策事業

４・５月分の家賃・光熱費等の
固定費の２分の１を助成

（上限５万／１ヶ月）

町内宿泊所利用促進緊急対策事業

 島泊キャンペーン
町民が登録された町内の宿泊所を利用
する際に通常価格最大７割を補助!!
食事券付きのお得なプランも♪　
町民に大人気のキャンペーンです！

町内飲食店等利用促進緊急対策事業 

ちばらーチケット
登録された町内飲食店で使える
５千円分の食事券を全世帯に配布！！

経済に関する注目の３事業

2．
事業

3．
事業

１．
事業
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使用済の商品券を交換するに
あたり、万一入金に差異があっ
た場合、この半券が必要になり
ます。
入金完了を確認されるまで大
切に保管してください。

○本券は、和泊町飲食利用券取扱店舗に登録された店舗のみご利用いただけます。利用可能店
舗は予告なく変更する場合があります。
○券面記載の有効期限内に限り、ご利用いただけます。期限を過ぎたものは無効となります。
○本券と現金、または他の商品券とのお引替えはできません。
○本券の額面に満たない場合でも、釣銭をお出しすることはできません。
○本券の盗難・紛失・滅失または、偽造・変造・模造に対し、一切その責任を負いません。
○利用可能店舗については、発行者が示す取扱店舗一覧をご覧ください。
○取扱店舗印欄に捺印記入済のものは使用できません。

【取扱店舗様控え】
和泊町飲食利用券（ちばらーチケット）利用の注意点

取り扱い店舗様へ

取扱店舗印

※引換の際には必ず捺印してください。
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これからも議会と行政が一丸となって
町民の皆様に寄り添った
取り組みを推進して参ります!!

これからも議会と行政が一丸となって
町民の皆様に寄り添った
取り組みを推進して参ります!!


